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第４章 循環型社会の実現に向けた具体的な施策（案） 

 

基本方針１ 環境区民環境区民環境区民環境区民によるによるによるによる協働協働協働協働のののの推進推進推進推進（（（（区区区区によるによるによるによるアシストアシストアシストアシスト・・・・コーディネイトコーディネイトコーディネイトコーディネイト）））） 

施策① 未来につながる環境教育・環境学習 

○児童・生徒への環境教育 

○体験型学習の必要性 

施策② きめ細やかな普及啓発の充実徹底 

(1) 区民の関心と理解を深めるための創意工夫 

○サイトや情報誌による情報発信 

(2) ライフスタイルの多様化・多国籍化への的確な対応 

  ○外国人、転入者への取組 

(3) 事業者が適正な役割を果たすための更なる働きかけ 

  ○環境区民の一員としての区の率先行動 

  ○拡大生産者責任や事業者責任を果たすための働きかけ 

  ○大規模・中規模事業所へのきめ細やかな指導 

施策③ 分かりやすさに重点を置いた情報発信 

    荒川区の現状についての「見える化」「情報共有化」の推進 

○経費 

○ごみ組成調査 

○ごみ減量実績 

○清掃一組の情報 

○荒川区におけるサーマルリサイクルの考え方 

○最終処分場 

 

基本方針２ Ｒの充実によるごみ減量の推進 

施策① 出来る限りごみを発生させない生活への転換 

（リデュース（発生抑制）・リユース（再利用）の更なる推進） 

(1) リデュース（発生抑制）の更なる推進 

○分別の更なる徹底 

○廃プラスチックの発生抑制 

 ・レジ袋削減のための取組 

 ・簡易包装への協力の働きかけ 

○生ごみの発生抑制 

 ・環境にやさしい料理方法の紹介・推奨 

  ・水切りの協力要請 

 ・生ごみ処理機の普及促進 

(2) リユース（再利用）の更なる推進    

○新たな取組への検討 
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施策② 出来る限りごみを排出しないための仕組みづくり 

（リサイクルの更なる推進） 

(1) 集団回収の更なる充実 

・資源持ち去りの対策 

・新リサイクルセンターの整備 

(2) 新たな資源回収品目の検討 

・古布、廃食油等 

(3) 民間事業者による自主回収の積極的なＰＲ 

・インクカートリッジ、乾電池等 

(4)  事業系一般廃棄物の更なるリサイクル 

・地域特性等を踏まえたリサイクルの仕組みづくり 

施策③ 新たなＲの導入 

(1) リフューズ（ごみになるものは買わない、断る）の推進 

(2) リペア（修理して長く使う）の推進 

 

基本方針３ 適正処理の推進 

施策① 環境負荷の少ない効率的なごみ収集・運搬体制の推進 

   ○環境負荷が少なく、効率的な収集・運搬 

施策② 単身高齢者・高齢者のみの世帯への配慮 

施策③ 適正排出の徹底 

(1) ルール・マナー違反への対処 

○ふれあい指導 

○小規模事業者の適正排出 

(2) 不法投棄の根絶 

 ○不法投棄対策の強化 

(3) 特殊な廃棄物の適正処理 

施策④ 家庭ごみの有料化に向けた検討 


